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たり　　る。起定項いかのと決な
ど閲　　時ご算にの。じ場き定ら
ぎ覧　　期のしか期　め合をし凌
は等　　　を場でか聞　明に　たい　　　　　　　　　　　　む　　。’’｛

速計　　やに十らに　てい）き

か’　　に・いを’項　　る’’当



第’

二手　い情て場和二鼓　通き　に
十数　　て報知合三十済　知は前当
六料一一

条等入定護す’七条手七なその吊
　）章し審る当年　続牽けの規求
こ

の

条

例

規

定

に

基

一づ

く

自

己

情

報

の

閲

覧

等

並

び

に．

訂

正
、

　な杏と該法こ
雄け会き不律の
別れにを服第条
　ば諮除申百例
　在．間き立六の
　らし’て十規
　凌’遅か号定
　いそ．海明　に
　。のならのよ
　　書くか規る
　　議一’に定処
　　を東下に分
　　経一束．適塞に

　　て都法つ関
　　’杉でくし
　　当並あ不’
　　該区る版行
　　不信こ市政
　　服報と立不
　　申分をで服
　　立．開理が査
　　て・曲あ法
　　に個とつ（
　　つ火した昭

　れ旨定に
救ばをに応・
済．な当一よ一じ

のら該りな
手な個’け
続い人証れ
　。情正ば
　　報’な
　　の消ら
　　外去盾
　　部叉い
　　　　○　　擬は
　　供利
　　を用
　　受中
　　け止
　　ての
　　い請
　　る求
　　もに
　　の応
　　にじ
　　対た
　　しと



国に計二運画用　で報二値詰　消
等よ．算十月等にこきの十法求こ去
へる組入状に供のる閲七合者の反
の主縦条況つす祭場覧条との条び
要なに　のいる例倉等　の負例利
請事記区分でこのに’他調担の用
）務録拝表はと規は計の整と規中．

　理て’　週目はそ’令）るにに
　状い毎　用的・’れ消で　　。基係
　況る年　しと実ぞ公定　　づる

　い情以　　。個関の用手　　己料
　て．報’上　　　　．人　が・定　中　師　　　　　傭　ぱ

　公の・　、信管め止に　　報一’
　表記こ　　報理るそよ一　　の無

　在項条　　配るこ他実　　　しと
　け目例　　録施ろこ施　　のす’

　な他用　　　て釣るに．に　　　に

　　　　　　　　　　　　　る　い一計及　　　図区　　るで
　　　　　　　　　　　　　費・

　　織子　　図利　が情　　　・



等よ．算十用」等にこきの十法求こ去

　状い毎　用的・’れ消で　　。塞係
　況る年　　しと実ぞ公定　　づる
　に個一　　なす施れ’め　　　く手
　つ人．回　いる・機ぞ利る　　自数
　い情．以　　。個関の用手　　　已料

　な項条　　配るこ他実　　　しと

　ばの運　　　れにょら関　　イ寸。
　な他用　　　ておるにに　　　に

　な子況　　　るで　すし　　す
　い一計及　　図区　　るで

　　織子　　図利　が情　　　・
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